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[序] フォトニック結晶レーザー（PCSEL）は，活性層近傍に設けた 2 次元フォトニック結晶の特異点（Γ 点

等）における共振効果を利用した面発光型半導体レーザーである[1,2]．最近では，二重格子フォトニック

結晶におけるエルミートおよび非エルミート光波結合の制御に基づき，直径 3mm 以上の大面積 PCSEL

の高ビーム品質・高出力動作のための設計指針を確立するとともに[3]，3mm PCSEL の連続動作におい

て，50W を超える光出力を得ることに成功している[4,5]．このような大面積 PCSEL では，熱の影響が少な

いパルス電流駆動においては，さらに高いピーク出力動作が期待出来る．そこで今回，大電流パルス駆

動回路を用い，3mm PCSEL に対してキロアンペア級のパルス電流注入を行うことで，キロワット級のピー

ク光出力の実現に成功したので報告する． 

[実験] 大電流注入可能なパルス駆動回路基板に対して，直径 3mm の PCSEL を表面実装することによ

り，配線によるインダクタンス付加の影響を抑制しつつ，実装を行った．これにより，パルス幅 10ns~100ns

かつピーク電流キロアンペア級のパルス電流注入によるレーザー駆動が可能となった．実際に 3mm 

PCSEL に電流注入を行った場合の電流モニタ波形の一例を図 1(a)に示す．同図より，パルス幅~50ns，

ピーク電流値~1kA の高ピークパルス電流が注入出来ていることが分かる．この際の PCSEL の光出力の

応答波形を，フォトディテクタを用いて検出した結果を図 1(b)に示す．パルス電流注入に応答して，電流

波形に対応した光出力波形が得られていることが見て取れる．次に，ピーク電流－ピーク光出力特性の

測定結果を図 2 に示す．同図より，~1.4kA 注入時において，~1kW の高いピーク光出力（パルスエネル

ギー：47µJ）を得ることに成功し

た．詳細は当日報告する． 
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図 2. ピーク電流－ピーク光出力特

性（パルス幅~50ns，繰り返し周波数 

100Hz）． 

 

図 1. 直径 3mm PCSEL の大電流パ

ルス駆動時の(a)電流モニタ波形，お

よび，(b)光出力波形の一例． 
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